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リティーが存在する . ラテラリティーとは ,“ 側性化 ” を
示しており , ラテラリティー研究の多くは利き手・非
利き手 , 利き足 , 非利き足といった一側優位性について
の研究が多くみられている . 上肢では , 利き手を判断す
る評価ツールの開発が発展してきた .Oldﬁeld（1971）
は ,Edinburgh Handedness Inventory1）, 八田ら（1975）
は ,H・N 利き手テスト 2）, また ,Nicholls ら（2013）は
FLANDERS3）を開発し , 臨床や研究領域において , 利
き手判断に使用されている . これらの発展により , 上肢
におけるラテラリティーにおける機能差が明確化され
てきた . 一方で下肢については , 利き足の概念化が困難




がら認められる 4,5）. 右耳から入力された言語情報は , 右
大脳半球に伝搬され , その後 , 脳梁を介して対側半球の
言語中枢に送られる . 他方 , 左耳からの聴覚情報は優位
半球である言語中枢に直接的に伝搬されるといった情
報処理に至る経路においても左右の異なりが生じてい
るとされている 4）.Coren ら（1979）は , 脳の側性化の
影響により , 言語性の課題を提示する際 , 利き耳側から
刺激を与えた方が情報処理を円滑におこなえるといっ
た優位性を示している 5）. また , 聴覚の役割は言語的処
理のみならず , 音源定位の役割を担っているとされてい
る 6）.Chiari （2005）は , 聴覚情報が身体と空間の位置
づけに正の影響を与えることを報告 7）しており , これら
を勘案すると , 聴覚処理における身体の位置づけ , いわ
ば姿勢制御に影響を与えていることが考えられる . しか
し , これらの聴覚のラテラリティーを姿勢制御の視点か
















　対象者は健常若年者 30 名（男性 15 名 , 女性 15 名　
平均年齢 18.4 ± 0.5 歳）である . 対象者の利き手の判定
には Edinburgh Handedness Inventory1）,Coren らの
利き耳質問紙法 8）を用い , 利き手・利き耳が共に右側
である者が 26 名 , 左側である者が 4 名であった . 除外
基準は , 利き手・利き耳が統一されていない者 , また難
聴を有する者とした . 倫理的配慮は , 全対象者を対象に
本研究の目的・方法について口頭・書面にて説明をお
こない , 同意を得た者のみを対象として実施した .
2）研究手順
　研究デザインは ,Cross-Sectional-Study である . ま
ず , 全対象者を対象に ,Coren（1993）の利き耳質問紙
法 8）（Table.1）を実施し , 各被験者の利き耳を判定し
た . 姿勢制御の尺度には , 重心動揺計（GRAVICORDER 
G-5500 20Hz アニマ社製）を使用し , 開眼での静立位
における足圧中心（Center Of Pressure； COP）の総
軌跡長 , 矩形面積 , 外周面積とした . 測定時間は 30 秒
間で統一した . 聴覚刺激の音源は , 単音テストトーン
（1000Hz）であり , 重心動揺の測定中心点にデジタル
騒音計（GM1351 Cyber park limited） で , 刺激音量が
60dBA となった左右 1.6m の距離にスピーカーを配置し
て 30 秒間刺激を与えた . 重心動揺の測定環境を（Fig,1）
に示す .
3）条件設定






　統計学的演算は , 統計解析ソフト SPSS （Statistics 
ver,12）を用いて , 各 3 条件での総軌跡長 , 矩形面積 ,
外周面積を一元配置分散分析と Bonferroni の多重比較
法を用いた . 有意水準はそれぞれ 5% 未満とした .
Ⅲ . 結果
　 各 条 件 間 で の 主 効 果 は , 総 軌 跡 長 F[2,50]=29.08 
（p<0.001）, 矩形面積 F[2,50]=25.862 （p<0.001）, 外周面
積 F[2,50]=30.430 （p<0.001）であった . 多重比較の結果は ,







Table 1 Coren(1993)の利き耳質問紙法 
項目 1 ラジオのイヤホンを入れる耳 
項目 2 ドア超しに音を聞く耳 
項目 3 心臓の音を聞く耳 










































































置は，デジタル騒音計(GM1351 Cyber park limited)を使用し，重心動揺の測定








の影響を受けやすいとされている . 一方 , 面積による比
較分析は , 健常者においても信頼性が高いことが報告さ
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によって調整されている 10）. さらに昨今 , 聴覚情報も関
与していることが報告されてきている 7,11）. 聴覚情報は
高次的処理として , 空間の認知にも寄与しており , 聴覚
空間認知（auditory orientation）が存在する . 聴覚空
間認知とは , 音によって周囲の状況を認知するものであ
り , 音源定位 6）などもこの概念に含まれている . また ,
これは姿勢制御にも影響を与えていると考えられてい
る . 聴覚は , その効果器として対照であるが , その機能
差についても報告されてきている 4,12,13）.Kimura （1961）

















る点である . 一般的に右手が利き手である者の場合 , 約
95% が左側半球に言語中枢が存在することが報告され
ている 14）. 本研究では、優位半球側を捉える上での外
的指標として Edinburgh Handedness Inventory1）に
よる利き手側の判別と Coren の利き耳質問紙法 8）によ
る利利き耳側の判別を行っているが , 両耳分離聴検査
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Effects of auditory stimulation from
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Abstract
　The purpose of this study was to examine the effect of auditory stimulation from dominant ear/non-
dominant ear on body sway. The subject were 30 healthy young people. This study was a Cross-Sectional 
study. The assessment of body sway was taken as the total length of Center of pressure （COP） displacements, 
Rectangular area, and Environmental area of COP using the stabilometer. Research Condition ①：Conditions 
that do not give auditory stimulation. Research Condition ②：Conditions of giving an auditory stimulus 
from the dominant ear side. Research Condition ③：Conditions for giving an auditory stimulus from the 
non-dominant ear side. As a result, Condition ① and Condition ② showed no significant difference in both 
groups. Condition ③ decreased significantly than Condition ① . Condition ③ also decreased significantly 
than condition ② . These results, auditory stimulation input from the non-dominant ear is sent to the cerebral 
hemisphere on the opposite side by laterality. From this, it is considered that the effect was given the body 
sway.
